



離騒經者、屈原之所作也。屈原與楚同姓、仕於懷王、爲三閭大夫。三閭之職、掌王族三姓、曰昭・屈・景。屈原序其譜屬、率其賢良 以厲國士。入則與王圖議政事 決定嫌疑。出則監察羣下、應對諸侯。謀行修行 王甚珍之。同列大夫上官・靳尚妒害其能 共譖毀之 王乃疏屈原。屈原執履忠貞而被讒
、憂心煩亂、不知所愬、乃作離騒經。離、別也。騒、












































































































































所貴聖人之神德兮、遠濁世而自藏。 　　　貴ぶ所 聖人の神德、濁世に遠ざかりて自ら藏る。使騏驥可得係而羈兮、豈云異夫犬羊。 　騏驥をして係ぎて羈すを得べからしめば、豈に夫の犬羊に異なると云はん。般紛紛其離此尤兮、亦夫子之故也。 　　　般として紛紛として其れ此の尤に離るも、亦た夫子の故なり。歷九州而相 君兮、何必懷此都也。 　　九州を歷て の君を相けば、何ぞ必ず此の都を懷はん。鳳凰翔于千仞兮、覽德輝而下之。 　　　鳳凰千仞 翔け 、德輝けるを覽て に下る見細德之險徵兮、遙曾擊而去之。 　　 細德の險徵を見れば、遙かに增擊して之 去る。彼尋常之汙瀆兮、豈能容夫吞舟之巨魚。 彼の尋常 汙瀆、豈に能く夫の吞舟の巨魚を容れんや橫江湖之鱣鯨兮、固將制於螻蟻。 　　　　江湖に橫たはる鱣鯨 將 螻蟻に制せられんと 。
「屈原」に就いて
一八五
とあり、特に「訊曰」以下の文が「離騒」の亂辭によく似ており、 「離此咎」 「離此尤」との言葉があるものの、 「離騒」を作った云々の記述は見えない。
ここで看取し得る確かな情報は、
・この當時、 「屈原」が汨羅で自沈したという話が（少なくとも長沙のあたりには）あった。・ 「屈原」は、 「嗚呼哀哉、逢時不祥。 」 境遇であった。
ということのみで、 「屈原」の身分や具體的な來歴は一切見えないのである。
２ 　劉安 　離騒傳一方で、 「離騒」の名が初めて確認できるのは、これよりやや時代が下る。 『漢書』卷四十四淮南王安傳に、





















に見え、更に「離騒」の作者である「屈原」の名は「平」であり、 「原」は字であると解説されている。つまり、所謂「屈原」と「離騒」 、そして彼に附隨す 一大ストーリーは、 『史記』屈原列傳に至って漸く完成しているように見えるのである。但し、何天行等の述べる樣に、もし假にこの屈原列傳が劉向等後人の僞作と考えるならば、結局は「屈原」の成立は後漢初期あたりまで下ることにな 。

















































































女者、恐大巫祝爲河伯取之、以故多持女遠逃亡。以故城中益空無人、又困貧、所從來久遠矣。民人俗語曰『卽不爲河伯娶婦、水來漂没、溺其人民』云。 」西門豹曰、 「至爲河伯娶婦時、願三老・巫祝・父老送女河上、幸來告語之、吾亦往送女。 」皆曰、 「諾。 」
　至其時、西門豹往會之河上。三老・官屬・豪長者・里父老皆會、以人民往觀之者三二千人。其巫、老女子也、已年



























亂曰、已矣哉。 　　　　　　　　　　　　　亂に曰く、已ぬるかな。國無人莫我知兮、又何懷乎故都。 國に人無く我を知る莫し、又何ぞ故都を懷はん。既莫足與爲美政兮、吾將從彭咸之所居。 既に美政を爲すに足る莫し。吾將に彭咸の居所從わんとす。



















































　さて、基調となる龍蛇の紋樣がそのようなものとして理解できるとすれば その閒 　に描かれる人面 像 何であろ
















































とある。由來 不明であるが、この顓頊には、疫神の一面があったことは疑いないようである。加えて、疫神としての顓頊の子三人の内二人が、河川に住まう されている點は、甚だ興味深いことである。 ぜならば、この顓頊には、後述する如く洪水神 しての性格もあったからである。 『論衡』訂鬼に、
禮曰、顓頊氏有三子、生而亡去、爲疫鬼。一居江水、是爲虐鬼。一 若 、是爲魍魎鬼。一 人宮室區隅漚庫、善驚小兒。前顓頊之世、生子必多。若顓頊之鬼神、以百數也。























いい（ 『左傳』昭公七年、 『國語』晉語） 、また黃龍になったともいう（ 『山海經』海内經郭注所引『開筮』 ） 。 「天問」には「化爲黃熊、巫何活焉」とあって、 「黃熊」説を踏襲し、かつその復活に「巫」の關與していたことをいう。






























































































































































































（７） 　黃石『端午禮俗史』 （鼎文書局 　一九七九年）六七頁（８） 　黃石 　前掲同頁。（９） 　宗
著・守屋美都雄譯注・布目潮渢他補訂『荊楚歳時記』 （平凡社 　一九七八年）一五四頁
（
10） 　森三樹三郎『支那古代神話』 （大雅堂 　一九四四年）二四二頁
（
11） 　この他、 『漢書』郊祀志・ 『淮南子』 『莊子』などに「巫咸」の名が見える。
（
12） 　稻畑耕一郎「曾侯乙墓の神話世界」 『中國文學研究』第十七期 　一九九一年十一月所収）一二〇～一二三頁
（
13） 　拙論「 『楚辭』九歌攷」 （ 『二松 第二五集 二〇一一 三月所収）
（
14） 　稻畑耕一郎「顓頊とその苗裔をめぐる傳承についてのノート」 （ 『中國文學研究』第六期 　一九八〇年十二月所収）一一〇～一一一頁及び一一四～一一五頁 　
傍點原文

